医療的ケアが必要な重症心身障がい児（者）等の
地域生活支援方策に係る調査研究事業報告（骨子）
■はじめに
Ⅰ　調査研究の背景と目的
Ⅱ　調査の概要
　　１　調査対象の抽出
　　２　調査の時期と方法について
　　３　調査内容について
　　４　調査の結果（別冊：「調査結果分析報告書」）
Ⅲ　調査結果から見た医療的ケアが必要な重症心身障がい児・者を取り巻く現状
　　１　重症心身障がい児（者）の生活実態
	○障がい児（者）数や主な介護及び介護代替者の状況、医療的ケアの内容、日中の居場所、サービスの利用状況、困っている内容などを記述。


　　２　障がい福祉サービス事業の現状
	○医療的ケアが必要な障がい児・者を受け入れている事業所数や規模、受け入れている障がい児（者）数、提供しているサービス内容、課題などを記述。


　３　訪問看護サービスの現状
	○医療的ケアが必要な障がい児・者を受け入れている訪問看護ステーション数や規模、受け入れている障がい児（者）数、提供しているサービス内容、課題などを記述。


４　ケアホームの現状
	○医療的ケアが必要な障がい児（者）が入居しているケアホームの数や規模、入所している障がい児（者）数、提供しているサービス内容、課題などを記述。


５　重症心身障がい児施設入所児（者）の現状
	○入所児（者）数や年齢構成、入所期間、医療的ケアの内容、地域移行予定者の状況、地域移行に向けた取組内容、課題などを記述。


Ⅳ　調査結果で明らかになった課題
　　１　相談から援助までの一貫した支援体制が不十分
	○相談から援助までの支援システムが整備されていない。
○退院まで、退院後乳幼児期、就学期、成人期、高齢期にわたって、多くの機関が関わるが、一貫したコーディネイト役を担う機関、人材が不明確。
○医療的ケアが必要な重症心身障がい者の自立生活を支援する施策がなく、長年、在宅で家族（親）が背負ってきている。


２　地域生活を支える資源の不足
	○医療的ケアが必要な障がい児（者）に対応できる障がい福祉サービス事業所（居宅介護等訪問系サービス、児童デイ、短期入所等）が少ない。その要因としては、
　・重傷心身障がいの理解不足、介護技術や経験がない。
　・医療的ケアに従事できる看護師の確保が困難。配置基準に看護師が含まれていない。
　・業務として医療的ケア（たん吸引等）が認められていない。
　・受け入れるには施設整備等が必要。
　・障がい児の場合、保護者がいるために家事援助等サービス提供が認められない場合があるなど、制度の運用が厳しい。介護者のレスパイトを目的とした制度でない。
　・保護者対応に困難さを感じている。
　・報酬基準が低い、送迎体制がないなど。
○医療的ケアが必要な障がい児（者）に対応する訪問看護ステーションが少ない、その要因としては、
　・重症心身障がいの理解不足、看護の経験不足。
・乳幼児の場合、一人の訪問看護師では、不安。二人派遣しても評価されない。
　・障がい児（者）や介護家族に状況にかかわらず、制度上訪問できる回数、時間に制限がある。
　・ヘルパー事業所と連携できないため、訪問看護師が身体介護を実施するが評価されないなど。
　・保護者対応に困難さを感じているなど。
○身近に重症心身障がい児（者）を診てくれる診療所等がない。その要因としては、
　・重症心身障がいの理解の不足。経験の不足など。
　・出産時から関わっている医療機関に行くほうが安心など。


　
３　地域生活を支える人材の不足
	○介護職員、看護師の確保が困難。
○余裕を持った人材を確保していないため、研修参加が困難。
○重症心身障がいの理解促進、看護や介護経験を積むための研修の場がない。


　　４　重症心身障がい児施設に入所する障がい者の地域生活への移行
	○重症心身障がい児施設の入所者の約９割は１８歳以上の障がい者が占めている。その要因としては、
　・濃厚な医療が必要な障がい者が多い。
　・安心して地域生活を送るための受け皿がない。
　・本人の意向確認に困難さ。家族の同意が得られにくいなど。


Ⅴ　今後の医療的ケアが必要な重症心身障がい児（者）の地域生活支援方策について
　　１　地域生活支援策のあるべき姿
	○調査結果で明らかになったニーズを踏まえ、病院退院前から乳幼児期、就学期、成人期ごとの地域生活支援方策を明記。
※事務局から案を提示のうえ、議論。（イメージとしては、下記のとおり）
・府内６カ所の医療福祉圏域ごとに、拠点施設を指定。
・拠点施設には、入所部門と地域支援部門を設ける。地域支援部門として、短期入所、居宅介護、訪問看護、生活介護、療養介護、相談支援機能を設置
・拠点施設と圏域内の市町村自立支援協議会（専門部会）が連携。
ライフステージに応じた支援計画の策定、切れ目ない支援が提供できるシステム


　　２　地域生活を支える資源のあり方と確保方策
1 障がい福祉－ビス
	※課題解決策の検討シートで提案された各委員の意見を検討会で議論。議論を踏まえた解決策を記述。


2 訪問看護サービス
	※課題解決策の検討シートで提案された各委員の意見を検討会で議論。議論を踏まえた解決策を記述。


3 ケアホーム
	※課題解決策の検討シートで提案された各委員の意見を検討会で議論。議論を踏まえた解決策を記述。


　　３　地域生活を支える人材のあり方と確保方策
	※課題解決策の検討シートで提案された各委員の意見を検討会で議論。議論を踏まえた解決策を記述。


　　４　重症心身障がい児施設のあり方
	※調査結果で明らかになったニーズを踏まえ、今後の重症心身障がい児施設のあり方を検討会で議論。議論を踏まえた方向性を記述。



Ⅵ　国への提言
資料　６
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